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１／４

（ガンマ線による透過写真の撮影の作業に関する知識）

屋外における を進める際問 １ ガンマ線透過写真撮影作業

の基本的な留意事項として、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）撮影作業の工程は、撮影作業従事者及び周囲の一

般作業者を放射線被ばくから守るように組み立てる

こととし、生産工程優先としない。

（２）無駄と思われる作業手順や時間短縮の工夫のでき

る余地があっても、作業計画で定めた段取りや作業

時間を勝手に変更しない。

（３）撮影作業は、周囲に他の一般作業者がいないか又

はごく少数である夜間に行う。

必ず放射線測定器を備え、線源の位置の確認や線（４）

量の管理を怠らない。

（５）ガンマ線源を取り扱う場合は、撮影作業中はもち

ろんのこと、作業前、作業後のガンマ線照射装置の

点検、作動状況に対する監視を励行する。

問 ２ 放射線等の単位に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）放射能の単位にはBqが用いられ、１Bqは、１秒間

に３ 個の割合で原子核が崩壊すること.７×１０１０

を意味している。

（２）吸収線量の単位としてはGyが用いられ、物質１kg

が吸収したエネルギーが１Ｊであるときの吸収線量

が１Gyである。

（３）照射線量の単位にはC/㎏が用いられ、１C/㎏は、

エックス線又はガンマ線の照射を受けた１㎏の空気

中に生じた正（又は負）のイオンの総電荷が１Ｃ

であるときの線量をいう。

（４）放射線防護のために用いられる等価線量の単位に

はSvが用いられ、ガンマ線の外部被ばくによる吸収

線量が１Gyの場合、等価線量は１Svとなる。

（５）eVはエネルギーの単位で、１eVは、真空中の電子

が１Ｖの電位差で加速されて得るエネルギーである。

問 ３ 放射線検出器とそれに関係の深い事項との組合せと

して、誤っているものは次のうちどれか。

（１）熱ルミネッセンス線量計 …… アニーリング

（２）Ｇ Ｍ 計 数管 ………………… グロー曲線

（３）シンチレーション検出器 …… 光電子増倍管

（４）半導体検出器 ………………… 空乏層

（５）比 例 計 数管 ………………… ガス増幅

問 ４ 電離箱式サーベイメーターの特徴として、次のうち

誤っているものはどれか。

（１）零点のドリフトが起こりやすい。

（２）ガンマ線の線量率測定において、エネルギー特性

が良好である。

（３）入射方向が変わっても、指示値はあまり変わらない。

（４）０.１μSv/h以下の微弱な放射線の測定に適している。

（５）散乱線、漏洩線など一般にエネルギー分布の不明
え い

な放射線の測定に適している。

問 ５ 男性の放射線業務従事者が、胸・上腕部及び腹・

大腿部を覆う保護衣を着用し、頭部１か所と胸部１か
たい

所に放射線測定器を装着して放射線業務を行った。

その測定結果は、１cm線量当量で頭部が１mSv、胸部

が０.３mSv であった。

この業務に従事した間に受けた実効線量の概算値と

して正しいものは どれか。(１)～(５)のうち

ただし、計算は、次の式により行うものとする。

a b cＨ Ｈ Ｈ ＨＥ Ｅ ＝ ０ .０８ ＋０.４４ ＋０.４５

m＋０.０３Ｈ

：外部被ばくによる実効線量ＨＥＥ

：頭・頸部における１cm線量当量Ｈa
けい

：胸・上腕部における１cm線量当量Ｈb

：腹・大腿部における１cm線量当量Ｈc

：上記の各部分のうち外部被ばくによる実Ｈm

効線量が最大となるおそれのある部位に

おける１cm線量当量

なお、保護衣の中は均等被ばくとみなすものとする。

（１）０.２mSv

（２）０.４mSv

（３）０.６mSv

（４）０.８mSv

（５）１.０mSv



問 ６ 管理区域設定のための外部放射線の測定に関する次

の記述のうち、誤っているものはどれか。

測定点は、１cm線量当量等が最大になると予測さ（１）

を含むこと。れる箇所

（２）測定点の高さは、作業床面上約１ｍの位置とする

こと。

（３）測定器は、方向依存性が少ないものであること。

（４）あらかじめ計算により求めた１cm線量当量等の高

い箇所から逐次低い箇所へ順に測定していくこと。

（５）測定結果は、バックグラウンド値を差し引いた値

とすること。

事故に対する処置等に関し、次のうち誤っているも問 ７

のはどれか。

人命及び身体の安全を第一とし、物損は第二とす（１）

こと。る

放射線作業に伴う各種の事故を想定し、日ごろか（２）

こと。ら訓練しておく

（３）大きな危険性を冒さない範囲内で、汚染の広がり

を最小限にくいとめること。

（４）事故の危険性は、過大に評価しても、過小に評価

しないこと。

（５）事故処理の責任者には、 関係多数の者を指名し、

きる体制にしておくこと。者が必ず連絡で

問 ８ あるガンマ線照射装置を用いて透過写真撮影を行う

とき、ガンマ線源から５ｍ離れた位置における１cm線

量当量率は写真撮影中０.２mSv/hである。写真１枚の

撮影に要する照射時間を３分とし、１週間当たり４０

枚の写真撮影を行う場合、管理区域の境界とガンマ線

源との最小の距離は次のうちどれか。

ただし、漏えい線や散乱線の影響はないものとし、

また、３月は１３週として計算すること。

（１） ８ｍ

（２）１０ｍ

（３）１２ｍ

（４）１４ｍ

（５）１６ｍ

ガンマ線Ａ

２／４

問 ９ 次の図は、鉄におけるガンマ線の１cm線量当量透過

率を示したものである。 Coの０．４TBq 線源から１ｍ
６０

離れたところの１cm線量当量率を１１.３μSv/hにする

ために必要とする鉄板のおよその厚さは(１)～(５)の

うちどれか。

ただし、１MBqの Co線源から１ｍにおける１cm線量
６０

当量率は、０.３５４μSv/hとする。

（１）１３cm

（２）１８cm

－１
（３）２３cm １０

－２
（４）２８cm

１０
（５）３３cm

－３
１０

Ｃｓ
１０

－ ４
１３７

－ ５１０

Ｃo
６０

－６
１０

－７
１０

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

鉄(cm)

問１０ 図Ⅰのように、アルミニウム板に垂直に、細い線束

のガンマ線を照射し、ガンマ線源から５ｍの位置で、

アルミニウム板を透過したガンマ線の１㎝線量当量率

を測定したところ４mSv/h であった。次に図Ⅱのよう

に、この線束を厚さ２４㎜の鉛板で遮へいし、同位置

の測定点で１㎝線量当量率を測定したところ１mSv/h

であった。

この位置における１㎝線量当量率を０.５mSv/h以下

とすることのできる遮へい鉛板の最小の厚さは次のう

ちどれか。ただし、散乱線の影響はないものとする。

アルミニウム板 アルミニウム板

遮へい鉛板

ガンマ線源 測定点 ガンマ線源 測定点
・→ ・ ・→ ・

４mSv/h １mSv/h

５ｍ ５ｍ

図Ⅰ 図Ⅱ

（１） ３０㎜

（２） ３６㎜

（３） ４２㎜

（４） ４８㎜

（５） ５４㎜

透
過
率



（関係法令）

問１１ 常時使用する労働者が１２００人の製造業の事業場

で、ガンマ線照射装置を用いて行う透過写真の撮影の

作業に３０人の労働者が従事している。この事業場の

安全衛生管理体制に関し、次のうち法令に違反するも

のはどれか。

（１）総括安全衛生管理者には、工場長を選任している。

（２）衛生管理者４人のうち１人を専任の衛生管理者と

して、第一種衛生管理者免許を受けた者から選任し

ている。

（３）衛生管理者４人のうち１人を、衛生工学衛生管理

者免許を受けた者から選任している。

（４）衛生管理者４人のうち１人を、外部の労働衛生コ

ンサルタントから選任している。

（５）産業医には、事業場の近くにある医院の医師で、

産業医の所定の要件を備えた者を選任している。

問１２ 次の文中の 内のＡからＣに入れる語句又は数

値として、法令上、正しいものの組合せは（１）～

（５）のうちどれか。

Ａ「外部放射線による実効線量が３月間につき

ＢmSvを超えるおそれのある区域を管理区域として

によって明示しなければならない。なお、実効線量の

算定は、 線量当量によって行う。」Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

（１） ０.３ 区画 ３mm

（２） ０.３ 標識 ３mm

（３） １.３ 標識 １cm

（４） １.３ 区画 １cm

（５） １.３ 区画 ３mm

問１３ 放射線業務従事者の被ばく限度についての次の組合

せのうち、法令上、誤っているものはどれか。

（１）男性の実効線量の限度

…… ５年間に１００mSv､かつ､１年間に５０mSv

（２）妊娠可能な女性の実効線量の限度

…………………………………… ３月間に５mSv

（３）眼の水晶体に受ける等価線量の限度

……………………………… １年間に１５０mSv

（４）皮膚に受ける等価線量の限度

…………………………… １年間に１０００mSv

（５）妊娠と診断された女性の腹部表面に受ける等価線

量の限度

…………………………………… 妊娠中に２mSv

ガンマ線Ａ

３／４

問１４ 線量の測定結果の確認、記録等に関する次の記述の

うち、法令上、誤っているものはどれか。

（１）１日における外部被ばくによる１cm線量当量が１

mSvを超えるおそれのある労働者については、線量の

測定結果を毎日確認しなければならない。

（２）男性の放射線業務従事者の実効線量については、

原則として３月ごと、１年ごと及び５年ごとの合計

を算定し、記録しなければならない。

（３）放射線業務従事者の人体の組織別の等価線量につ

いては、１年ごと及び５年ごとの合計を算定し、記

録しなければならない。

（４）放射線業務従事者についての線量の算定結果の記

録は、原則として３０年間保存しなければならない。

（５）放射線業務従事者について記録した線量は、遅滞

なく、各人に知らせなければならない。

問１５ 放射線装置室に関する次の記述のうち、法令上、誤

っているものはどれか。

ガンマ線照射装（１）放射線装置室内で透過写真撮影用

置を使用するときは、放射線源送出し装置以外の遠

隔操作装置を用いて線源容器から放射線源を取り出

すことができる。

（２）装置の外側における外部放射線による１cm線量当

量率が２０μSv/ｈを超えないように遮へいされた

透過写真撮影用 については、放射ガンマ線照射装置

線装置室内に設置しなくてもよい。

（３）１００ 透過写真TBq以上の放射線源を装備している

ガンマ線照射装置を使用する放射線装置室の撮影用

出入口で、人が通常出入りするものには、インター

ロックを設けなければならない。

GBq以上の放射線源を装備（４）放射線装置室内に４００

透過写真撮影用 を設置ししている ガンマ線照射装置

て使用する場合は、装置で照射しているときに、そ

の旨を自動警報装置を用いて関係者に周知させなけ

ればならない。

（５）放射線装置室については、遮へい壁等の遮へい物

を設け、労働者が常時立ち入る場所における外部放

射線による実効線量が、１週間につき１０mSvを超え

ないようにしなければならない。



問１６ 継続的に使用する、放射線源送出し装置を有する透

過写真撮影用ガンマ線照射装置について、法令上、１

月以内ごとに１回、定期に自主検査を行わなければな

らない、とされている事項に該当しないものは次のう

ちどれか。

（１）放射線源のホルダーの固定装置の異常の有無

（２）線源容器のしゃへい能力の異常の有無

（３）放射線源送出し装置の異常の有無

（４）放射線源送出し装置と線源容器との接続部の異常

の有無

（５）線源容器のシャッター及びこれを開閉するための

装置の異常の有無

問１７ ガンマ線透過写真撮影作業主任者の職務として、電

離放射線障害防止規則に規定されていないものは次の

うちどれか。

（１）透過写真撮影業務に就く労働者に対して特別教育

を行うこと。

（２）管理区域等の標識が法令の規定に適合して設けら

れるよう措置すること。

（３）伝送管の移動及び放射線源の取出しが法令の規定

に適合して行われているかどうかについて確認する

こと。

（４）放射線業務従事者の受ける線量ができるだけ少な

くなるように照射条件等を調整すること。

（５）作業中、放射線測定器を用いて放射線源の位置、

遮へいの状況等について点検すること。

問１８ 次の文中の 内のＡからＣに入れる語句として、

法令上、正しいものの組合せは（１）～（５）のうち

どれか。

「透過写真撮影用ガンマ線照射装置を自己の事業場

以外の場所で使用して作業を行う場合は、 Ａ 、所

定の様式の届書に Ｂ を示す図面及びその付近の見

取図を添えて、 Ｃ の所在地を管轄する労働基準監

督署長に提出しなければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）遅 滞 な く 管 理 区 域 自己の事業場

（２）遅 滞 な く 立入禁止区域 自己の事業場

（３）遅 滞 な く 立入禁止区域 当 該作 業場

（４）あらかじめ 管 理 区 域 当該 作 業 場

（５）あらかじめ 立入禁止区域 当 該作 業場

ガンマ線Ａ

４／４

問１９ 電離放射線障害防止規則に基づく健康診断（以下

「健康診断」という。）に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）放射線業務に従事しない労働者で、管理区域に一

時的に立ち入る者に対しては、健康診断を行う必要

はない。

（２）雇入れ又は放射線業務に配置替えの際に行う健康

診断においては、使用する線源の種類等に応じて、

皮膚の検査を省略することができる。

（３）定期の健康診断において、医師が必要でないと認

めるときは、被ばく歴の有無の調査及びその評価を

除く他の検査項目の全部又は一部について省略する

ことができる。

（４）健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、その結果に基づき、健康を保持

するため必要な措置について、健康診断実施日から

３月以内に、医師の意見を聴かなければならない。

（５）健康診断の結果に基づき、電離放射線健康診断個

人票を作成し、原則として３０年間保存しなければ

ならない。

問２０ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置を使用する場合の

作業環境測定に関する次の文中の 内のＡからＣ

に入れる語句又は数値の組合せとして、法令上、正し

いものは(１)～(５)のうちどれか。

「放射線業務を行う管理区域については、 Ａ 以

内（透過写真撮影用ガンマ線照射装置を固定して使用

する場合において、使用の方法及び遮へい物の位置が

一定しているとき、又は Ｂ 以下の放射線源を装備

している透過写真撮影用ガンマ線照射装置を使用する

ときは、６月以内）ごとに１回、定期に、外部放射線

による線量当量率又は線量当量を測定し、その都度、

測定結果等の一定の事項を記録し、 Ｃ 保存しなけ

ればならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）３月 ３.７GBq ５年間

（２）３月 ３７０GBq ３年間

（３）１月 ３７０GBq ３年間

（４）１月 ３.７GBq ５年間

（５）１月 ３.７GBq ３年間

（午前終り）



受験番号 ガンマ線Ｂガンマ線透過写真撮影作業主任者試験Ｂ

１／４

（ガンマ線照射装置に関する知識）

問 １ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置（携帯式）につい

て、エックス線装置（携帯式）と比較した場合の特徴

として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）パノラマ撮影が可能なものもある。

（２）放射線の発生に電源を必要としない。

（３）狭い場所でも使用できる。

（４）解像度は比較的劣る。

（５）被ばくの危険性が小さい。

問 ２ 次の材料のうち、透過写真撮影用ガンマ線照射装置

の線源容器に使用されるものはどれか。

（１）タングステン合金

（２）ニッケル合金

（３）ステンレス鋼

（４）銅合金

（５）コンクリート

問 ３ 線源送出し方式の透過写真撮影用ガンマ線照射装置

の構造等に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）コリメーターは、操作器に取り付け、線源の位置

を表示するものである。

（２）線源脱落防止装置は、線源ホルダーを線源容器に

格納するときに、線源ホルダーを固定するものである。

（３）伝送管は、鋼やリン青銅の線を螺旋状に巻いたフ
ら

レキシブルなパイプで、線源容器に接続する。

（４）ガンマ線源カプセルは、線源ホルダー内に収めら

れている。

（５）警報装置は、照射装置のシャッターが開かれたと

きや線源が所定の位置から移動したときに、その状

態を周知させるための装置である。

透過写真撮影用ガンマ線源として利用される核種 Co、問 ４
６０

Yb、 Ir について、放出される主なガンマ線のエ
１６９ １９２

ネルギーの大きいものから順に並べたものは次のうち

どれか。

（１） Ir ＞ Co ＞ Yb
１９２ ６０ １６９

（２） Ir ＞ Yb ＞ Co
１９２ １６９ ６０

（３） Co ＞ Yb ＞ Ir
６ ０ １６９ １９２

（４） Co ＞ Ir ＞ Yb
６ ０ １９２ １６９

（５） Yb ＞ Ir ＞ Co
１６９ １９２ ６０

問 ５ ガンマ線の性質として、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）写真作用がある。

（２）電磁波である。

（３）音と同じ速度で伝わっていく。

（４）粒子としての性質をもっている。

（５）物質を透過する性質があるが、一部は物質によっ

て吸収されたり、散乱したりする。

最初３７MBqあった が、１Bqとなるのは、およそ問 ６ Co６０

何年後か。

ただし、 の半減期は５．２年とし、 ln２＝０．６９、
６０
Co

ln３．７＝１．３０、ln１０＝２．３０とする。

（１） １００年後

（２） １３０年後

（３） １６０年後

（４） １９０年後

（５） ２２０年後



問 ７ ガンマ線と物質との相互作用及びガンマ線の減弱に

関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）光電効果は、物質の原子番号が大きいほど生じや

すい。

（２）コンプトン散乱の結果、ガンマ線のエネルギーは

減少し、波長が長くなる。

（３）ガンマ線が、１.０２MeV以上のエネルギーを持っ

ていないと、電子対生成は起こらない。

（４）ガンマ線を吸収体に照射したときの透過率は、吸

収体の線減弱係数の値が大きくなると小さくなる。

（５）光電効果が生じる確率は、ガンマ線のエネルギー

が高くなると急激に高くなる。

問 ８ 太い線束のガンマ線を吸収体に照射したときの減弱

を表す式における再生係数に関し、誤っているものは

次のうちどれか。

再生係数の値は、１より小さい。（１）

（２）再生係数は、線束の広がりが大きいほど大きくなる。

（３）再生係数は、吸収体の厚さが厚くなるほど大きく

なる。

エネルギーに応じて（４）再生係数は、入射ガンマ線の

異なる値をとる。

（５）再生係数は、吸収体の物質の種類に応じて異なる

値をとる。

ガンマ線Ｂ

２／４

線源送り出し方式の透過写真撮影用ガンマ線照射装問 ９

置の取扱いに関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）照射装置の運搬時には、線源容器、伝送管、操作

器などを輸送容器の所定の位置に収納し、輸送容器

には鍵をかける。

（２）照射装置の設置時には、線源の格納状態等につい

て、出庫時の漏れ線量率の測定記録により確認し、

改めて測定を行わずに作業を迅速に進める。

（３）伝送管や操作管はなるべく真っ直ぐに伸ばした状

態で設置する。

（４）線源容器に取り付ける附属装置の取り付け状態が

確実であることを複数の作業員で確認し合う。

（５）作業終了時には、伝送管や操作管などを取り外し

て運搬容器に格納する前に、線源の確実な収納等に

ついて点検を行う。

問１０ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置の点検に関する次

の文中の 内に入れるＡからＣの語句の組合せと

して、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「操作器の Ａ の点検では、規定の長さのレリー

ズワイヤに取り付けた Ｂ が、所定の曲率半径で伝

送管を曲げた場合に、異常なく先端まで移動し、かつ、

Ｃ 中心まで戻ることを確認する。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）線源送出し機構 標準線源 線源容器

（２）線源送出し機構 模擬線源 線源容器

（３）線源送出し機構 模擬線源 操作器

（４）線源脱落防止装置 模擬線源 操作器

（５）線源脱落防止装置 標準線源 操作器



（この科目が免除されている方は、解答しないで下さい。）

（ガンマ線の生体に与える影響に関する知識）

放射線の直接作用と間接作用に関する次の記述のう問１１

ち、誤っているものはどれか。

（１）放射線が生体高分子を構成する原子の電離又は励

起を直接行い、その生体高分子に損傷を与えること

を直接作用という。

（２）放射線が生体中の水分子に作用して生じたフリー

ラジカルが、生体高分子に損傷を与えることを間接

作用という。

（３）生体中にシステインなどのＳＨ化合物が存在する

と放射線効果が軽減されることは、主に間接作用に

より説明される。

（４）溶液中の酵素の濃度を変えて同一線量のガンマ線

を照射する場合、酵素の全分子数のうち不活性化さ

れるものの占める割合が酵素の濃度が増すに従って

減少することは、間接作用の証拠とされる。

（５）生体内に存在する酸素の分圧が高くなると直接作

用による放射線効果は増大するが、間接作用による

放射線効果は減少する。

問１２ 成人の正常な臓器・組織の放射線感受性に関し、次

のうち誤っているものはどれか。

（１）リンパ組織は、甲状腺より放射線感受性が高い。
せ ん

（２）骨髄は、肺より放射線感受性が高い。

（３）生殖腺は、筋肉より放射線感受性が高い。

（４）神経組織は、皮膚より放射線感受性が高い。

（５）腸粘膜は、肝臓より放射線感受性が高い。

問１３ 放射線の確率的影響に関する説明として、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１）がんと遺伝的影響は、確率的影響に分類される。

（２）しきい値 。は存在しない

（３）被ばく線量と影響の発生率との関係が、シグモイ

ド曲線で示される。

（４）影響の重篤度（症状の重さ）は、被ばく線量に依

存しない。

（５）影響の評価は、実効線量により行う。

ガンマ線Ｂ

３／４

問１４ 体内被ばくに関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）密封線源でも、大量の放射線を外部から受けると、

体内被ばくの危険がある。

（２）放射性物質が体内に摂取される経路は、大別して

経口、吸入、皮膚の３つである。

（３）物理学的半減期と生物学的半減期から求められる

実効半減期が長い放射性物質は、危険性が高い。

（４）核種 Coは、肝臓や脾臓に蓄積しやすい。
６ ０

ひ

（５）体内被ばくは、遮へい、距離、時間の放射線防護

３原則によって予防することはできない。

放射線による影響の修復と回復に関する次の記述の問１５

うち、誤っているものはどれか。

（１）被ばくによりＤＮＡが多少損傷を受けても、その

多くは酵素の働きにより修復が行われる。

（２）ＤＮＡの修復が不完全で、細胞の生命の維持に決

定的な損傷を残しておれば、その細胞は死滅してし

まう。

（３）ＤＮＡの修復が不完全でも、細胞の生存機能や分

裂能力に影響を与えない程度であれば、その細胞は

生き残る。

（４）同一の線量を１回で被ばくするのと、何回かに分

けて間隔をおいて被ばくするのでは、分割して被ば

くする方が影響が少ない。

（５）長時間被ばくの場合、ごく低線量率であっても、

被ばく時間中に回復することはありえない。



問１６ 次の文は、被ばく線量と生存期間について記述した

文中の 内に入れるＡ及びＢの語句ものである。

の組合せとして、正しいものは(１)～(５)のうちどれ

か。

「哺乳動物が、１００Gy以上の線量の被ばくを短時
ほ

間に受けると Ａ が起きて、ほとんどが被ばく後２

日以内に死亡する。また１０～５０Gy程度の線量の被

ばくを短時間に受けると Ｂ が起きて、３～９日程

度の潜伏期後に死亡することが多い。」

Ａ Ｂ

（１）中枢神経障害 腸 障 害

（２）中枢神経障害 造 血 器障 害

（３）腸 障 害 造 血 器障 害

（４）腸 障 害 中枢神経障害

（５）造 血 器 障害 中枢神経障害

問１７ 放射線による晩発性影響に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（１）あらゆる晩発性影響の重症度は、被ばく線量に応

じて増加する。

（２）造血器官の障害による各種の血球減少症は、晩発

性影響に分類される。

（３）放射線による皮膚障害のうち、脱毛は、晩発性影

響に分類される。

（４）眼の被ばくで起こる白内障は、潜伏期が平均２～

３か月程度であり、晩発性影響に分類される。

（５）晩発性影響である発がんのうち、白血病は、一般

にその他のがんに比べ潜伏期が短い。

問１８ 次のＡからＤまでの事項のうち、放射線による遺伝

的影響と関係の深いものの組合せは(１)～(５)のうち

どれか。

Ａ 遺伝子突然変異

Ｂ 永 久 不 妊

Ｃ 染色体異常

Ｄ 催 奇 形

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ガンマ線Ｂ

４／４

問１９ 放射線防護に関し、「防護の最適化の原則」につい

て記述したものは次のうちどれか。

（１）放射線被ばくを伴うどんな行為も、その行為によ

って被ばくする個人又は社会に対して、それが引き

起こす放射線影響の損害を相殺するに十分な便益を

生むものでなければ、採用すべきでない。

（２）個人の被ばく線量の大きさ、被ばくする人の数及

び潜在的被ばくの可能性の３つすべてを、経済的及

び社会的な要因を考慮に入れながら、合理的に達成

できる限り低く保つべきである。

（３）正当化された行為から被ばくする可能性のあるす

べての個人の被ばく線量は、線量限度を超えてはな

らない。

（４）人工的な放射線への被ばくはその代償として何ら

かの利益を伴わないかぎりゼロとすべきである。

（５）個人の被ばくを十分に管理することによって、集

団に対する被ばくを容認できる範囲内にとどめなく

てはならない。

問２０ 次の文中の 内に電離放射線健康診断に関する

入れるＡからＣの語句の組合せとして、正しいものは

(１)～(５)のうちどれか。

「電離放射線健康診断は、 Ａ の発見のためだけ

でなく、放射線業務に従事する労働者の Ｂ を継続

的に把握することにより、当該労働者に対する Ｃ

を進めるために行うものである。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）被 ば く 健康状態 労務管理

（２）被 ば く 作業方法 作業環境管理

（３）放射線障害 作業方法 労働衛生管理

（４）放射線障害 健康状態 健康管理

（５）放射線障害 健康状態 作業環境管理

（終 り）


